
青森県 八戸市立市民病院 整形外科 沼沢　拓也 先生
岩手県 岩手医科大学 麻酔科 大畑　光彦 先生

宮城県

仙台ペインクリニック 麻酔科 伊達　　久 先生

東北医科薬科大学
整形外科学 小澤　浩司 先生
麻酔科 河野　達郎 先生

東北大学 麻酔科 山内　正憲 先生
秋田県 秋田大学 麻酔蘇生疼痛管理学講座 木村　　哲 先生
山形県 山形大学医学部附属病院 疼痛緩和内科 山川真由美 先生

福島県 福島県立医科大学

整形外科学講座
矢吹　省司 先生

疼痛医学講座
疼痛医学講座

髙橋　直人 先生
星総合病院慢性疼痛センター
整形外科学講座 二階堂琢也 先生

4

厚労省　慢性疼痛診療体制構築モデル事業について

　福島県立医科大学疼痛医学講座は、平成２９年
度から厚労省　慢性疼痛診療体制構築モデル事業
に採択され、慢性疼痛診療の普及に向けて取り組
んでおり、その活動は今年度で3年目となります。今年
度は、連携施設を昨年度の4カ所から１０カ所に増や
し、東北全体へ慢性疼痛への理解を深めることを目
標に、東北6県すべての県に代表幹事（表１）を立て、
方々への案内・告知などご協力頂きました。今年度
の活動は、郡山市での市民公開講座をはじめとし、
慢性疼痛にかかわるすべての職種の方を対象にし

た講演会の開催、医療従事者向けの研修会の開催
をもって慢性の痛みについての理解促進と診療体
制構築＝地域・施設間連携の推進を狙いとしまし
た。各県幹事の協力により、多数のご参加を頂き、講
演会・研修会ともに盛会のうちに終えることができま
した。今後は、これまでの事業でつながることができ
た皆さんとともに、より多くの医療職へ慢性疼痛治療
への啓発を行い、東北地方での慢性疼痛診療体制
構築に向けてどのように進めていくべきか、東北全体
で検討していきたいと考えております。

【令和元年度・慢性疼痛診療体制構築モデル事業構想】

（表１）【令和元年度　モデル事業　東北地方各県協力者（代表幹事）】


